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＜成果＞

令和 ６ 年 ４ 年 17 日

　

　臨機応変に動ける対応力や幅広い作業など、経験値を積むことが

　出来た。

　賃金の確保等、質の向上を目指しスキルアップができるように

　地元企業と連携を取り地域に貢献する。

就労継続支援Ａ型事業所における地域連携活動実施状況報告書

事業所番号

管理者名

事業所名 ワークショップ　はぁもにぃ

住　所 柳川市大和町豊原392-1

4014300356

脇山　真佐子

　同行しているスタッフが変わるので、きちんと申し送りをしていただきたい。

　様々な作業に挑戦し、作業意欲の向上につなげる。

　継続性や積極性が身に付き利用者のスキルアップにつなげる。

　人材不足の解消

　作業を通じて一般の企業での作業内容、作業ペースを学び

連携先の企業等の意見または評価

＜課題＞

0944-32-8503

　　株式会社　ホームドライ

　　月・木・土／週

　　ホテルの使用するタオル・バスタオル・バスローブのたたみ

　　枕カバーの工場用アイロンとおし　枚数ごとに結束

　　　　利用者数　　４名から５名

地域連携活動の概要

対象年度 令和５年度電話番号

連携先企業名 株式会社　ホームドライ 担当者名 大坪　様　古賀　様

　スタッフによっては、できる数量が変わることもあるので、一定数の数量ができるようにしてほしい。

　など要望に対して、スタッフ間で話し合いを行い最近では、ある程度の作業はできている。

　これからの引き続き頑張ってほしい。

様式１
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